
2020年頃 2025年頃 2030年頃 2040年頃

普及目標

乗用車：各社単一車種 乗用車：ﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝ向けの
燃料電池自動車の投入

車両導入支援 燃料電池車の自立的な普及拡大（燃料電池車の世界最速普及）

4万台程度【普及台数】
1,600台強

20万台程度 80万台程度

・二輪への導入開始 多数車種へ拡大

現在

達成性能ﾚﾍﾞﾙ*2

・燃料電池ｽﾀｯｸ供給による適用
範囲の拡大、低ｺｽﾄ化の加速

無交換
（15年）

耐久性*4

FCｼｽﾃﾑ
（内．ｽﾀｯｸ）

水素貯蔵ｼｽﾃﾑ
（貯蔵量5kg相当の場合）

ｽﾀｯｸ性能

車両価格
700万円強

＜0.4万円/kW

＜0.2万円/kW

10～20万円

5.7wt% かつ 125L

円筒形容器

作動最高温度～100℃、30%RH

作動圧力 < 1.2atm、水素St < 1.1

作動最高温度120℃
ｴｱ系過給によるﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ
または常圧運転による補機仕
様緩和
水素St=1.0付近

ｼｽﾃﾑ仕様

水素貯蔵ｼｽﾃﾑ
（貯蔵量5kg相当の場合）

ｺｽﾄ*7

＜0.8万円/kW

＜0.5万円/kW

30～50万円

起動条件

作動最高温度90℃
作動圧力1.2atm、水素St1.1*5

6wt% かつ 100L*6

円筒形容器

7.5wt%以上かつ70L以下*6

容器形状自由度有

ｽﾀｯｸｼｽﾃﾑ

起動最低温度-30℃（外気）

起動最低温度-40℃（外気）

3.0kW/L最大出力密度 4.0kW/L 6.0kW/L5.0kW/L

起動温度の拡大、出力密度向上、作動最高温
度向上、冷却性能向上、燃費向上等による車
両ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝとしての汎用化

航続距離*3

同車格のHV車同等価格競争力を
有する車両価格の実現

650km

＜0.5万円/kW

＜0.3万円/kW

＜30万円

達成すべき
技術開発課題
（ｽﾀｯｸｼｽﾃﾑ）

【 2025年頃の実用化に向けた課題】
（2020年頃までに達成すべき課題）

【 2030年頃の実用化に向けた課題】
（2025年頃までに達成すべき課題）

【 2040年頃の本格普及に向けた課題】
（2030～2035年頃までに達成すべき課題）

大量普及に向けた更なる課題

達成すべき
技術開発課題
（水素貯蔵ｼｽﾃﾑ）

【 2025年頃の実用化に向けた課題】
（2020年頃までに達成すべき課題）

【 2030年頃の実用化に向けた課題】
（2025年頃までに達成すべき課題）

【 2040年頃の本格普及に向けた課題】
（2030～2035年頃までに達成すべき課題）

大量普及に向けた更なる課題

・軽量・ｺﾝﾊﾟｸﾄ化、安全性、信頼性の向上

17wt% BOG：0.5-1%/日、開始時間200h

・熱交換器の軽量・高性能化 ・合金飛散防止技術・振動対策技術、合金材料開発、等

当面は圧縮水素容器
で実用化が進むが、
技術革新の進展によ
り最適な水素貯蔵ｼｽ
ﾃﾑの選択の可能性

9wt% BOG：1-2%/日
開始時間：100h ・BOG対応技術の高度化

・車載に適した扁平型容器の開発・BOG対応技術、耐圧性向上

極低温圧縮水素容器
（ｸﾗｲｵｺﾝﾌﾟﾚｽ）開発

・CF、ﾗｲﾅｰ材（内部容器）の低ｺｽﾄ化
・ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ、ﾊﾞﾙﾌﾞ等の高性能化・低ｺｽﾄ化

・水素放出時の熱制御技術、
容器温度管理技術の高度化

液体水素容器
（含．ｸﾗｲｵｺﾝﾌﾟﾚ
ｽ容器）

圧縮水素容器
（車載用複合容器）

水素貯蔵材料容器
（貯蔵材料内蔵ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ容器）

・CFの低ｺｽﾄ化と使用量の低減
・口金、ﾗｲﾅｰ形状の適正化、CFRPの薄肉化
・補機部品（減圧弁、安全弁等）の低ｺｽﾄ化、
高性能化
・接合技術の開発、等

・CFRP最低使用量設計、等の最適設計手法
の確立、量産化技術開発
・安定したCFRPﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ製造技術（ﾊﾞﾗﾂｷ削
減）の開発
・低廉かつ強靭性の高い革新ﾌﾟﾛｾｽCFの開発
・低ｺｽﾄ高速硬化樹脂の開発
・多給糸等による繊維巻き付け時間大幅短縮

・更なるBOG低減

水素貯蔵材料 ・水素吸蔵合金、無機系材料、吸着系材料、革新的水素貯蔵材料の探索、開発

・低ｺｽﾄCNTの長繊維化、高強度化による大
幅なｺｽﾄ低減
・超高強度ｱﾙﾐ材による軽量Type-III容器
・型内樹脂充填、硬化
・超高強度繊維（10GPa）による繊維使用量
低減

規制・規格課題*8 備 考
*1 FCCJが2015年公表のIEA 「Technology Roadmap Hydrogen and Ｆuel Ｃellｓ」を参考に策
定した目標台数(2050年の目標である温室効果ガス排出量80%削減に貢献すべく設定した数値、
大幅な技術進展を期待したﾊｲｼﾅﾘｵでは600万台）。
*2 ﾌﾙFCｼｽﾃﾑの乗用車を対象とした達成性能ﾚﾍﾞﾙの目標数値。
*3 水素貯蔵料5kg相当のJC08ﾓｰﾄﾞにおける燃費性能に基づく値。
*4 「耐久性」は各年のｺｽﾄ目標を前提とした値、必要とされる運転条件に応じた起動停止回数に対
応することも含まれる。商用車の耐久性目標は「ｼｽﾃﾑ仕様」・「ｺｽﾄ」と対応している訳ではない。
*5 「St（ｽﾄｲｷ）」とは電池反応における理論上の燃料消費量に対する燃料供給量の比率を示す。
（余剰燃料は再循環することで利用率を100％近くにする）
*6 現状の高圧ﾀﾝｸｼｽﾃﾑに対して車載時の占有容積が大幅に縮小する等、画期的な技術的優位
性が見込まれる技術が開発された場合には、実用性を鑑み目標を再設定。
*7 2030年頃まではDOEｺｽﾄ分析（2016）をﾍﾞｰｽとして生産台数を2020年頃1万台/年、2025年頃
5万台/年、2030年頃の20万台/年と仮定した場合の値。2040年頃の値は最終目標として目指すべ
き製造ｺｽﾄ。FCｼｽﾃﾑｺｽﾄはｽﾀｯｸｺｽﾄ、周辺機器等の合計。
*8 各項目は課題を列挙しているものであり、目標達成時期の時間軸と対応しているものではない。

・低ｺｽﾄ、高貯蔵密度、
形状自由度の高い水素
貯蔵ｼｽﾃﾑの実用化

800 km

起動最低温度-30℃（外気）

・国際標準化推進（ISO/TC197（水素技術）、IEC/TC105（燃料電池）、ISO/TC22/SC21（電気
自動車）、SAE/FCSC（燃料電池車）等への対応）
・国内規制見直しの推進と国際基準調和活動（HFCV-gtr phase2の円滑な導入）、およびそれ
らの活動に資するﾃﾞｰﾀ取得
・事故後の安全措置、廃車措置、ﾘｻｲｸﾙ等を含めた標準化
・その他移動体（船舶、鉄道車両等の各種産業車両）に関する燃料電池国際標準化に向けた国
内での連携体制の整備
・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築（不純物ﾃﾞｰﾀ、極低温時の水素脆性特性、使用可能な水素貯蔵材料の温度域、
等）

300～600万台程度*1

0.2万円/kW

0.1万円/kW

10万円

大量普及に向けた
最終ｺｽﾄ目標

＞1000 km

9.0kW/L

無交換
（15年以上）

ｾﾊﾟﾚｰﾀ・GDL・
ｶﾞｽｹｯﾄ等

電極触媒

MEA

電解質材料

・CCMのRoll to Roll量産技術の開発

実用化技術・
周辺機器

・低ｺｽﾄ製造技術（GDL/ｾﾊﾟﾚｰﾀ）
・高速成形ｶﾞｽｹｯﾄ、MEA一体成形技術の開発
・金属ｾﾊﾟﾚｰﾀの耐食性向上と高電気伝導性の両立
・車載用ｶｰﾎﾞﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ開発（材料、成形ﾌﾟﾛｾｽ）

・低ｺｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ、GDL、ｶﾞｽｹｯﾄ材料の開発
・省ｽﾍﾟｰｽｼｰﾙ技術の開発

・低廉材料、部品の適用（GDL、ｶﾞｽｹｯﾄ等）
・低ｺｽﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ大量生産技術および品質担
保手法の確立

・高出力密度化による部材使用量低減
・低ｺｽﾄ、高効率水素ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻの開発
・ｽﾀｯｸ量産技術開発
・強電ｼｽﾃﾑの小型化、低ｺｽﾄ化、大型ｽﾀｯｸ対
応（ﾊﾞｽ、ﾄﾗｯｸ用）ｼｽﾃﾑの開発

・ｽﾀｯｸ大量生産技術の確立
・冷却性能の大幅向上
・高温作動対応のｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻ、加湿器の開発

・ｾﾙ、ｽﾀｯｸ組立速度の高速化（1ﾕﾆｯﾄ/秒）
・高出力密度化による部材使用量大幅削減
・ｼｽﾃﾑ大幅簡素化（ｽﾀｯｸ高温作動による冷却系
の簡素化、等）
・ｴｱ系の過給によるｽﾀｯｸのﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞまたは常
圧化による簡素化

基盤技術開発
（継続的研究課題）

・高電位・高温（120℃）対応部材（ｾﾊﾟﾚｰﾀ、ｶﾞｽｹｯﾄ、
GDL）の確立
・ｾﾊﾟﾚｰﾀ、ｶﾞｽｹｯﾄ等の製造ｽﾋﾟｰﾄﾞの高速化（1枚/秒）

・高温（～100℃（＜30%RH））作動MEA開発
・物質移動（ｶﾞｽ・水分・ﾌﾟﾛﾄﾝ等）高度化技術開発
・触媒利用率高度化技術開発

・複合容器並みの低ｺｽﾄ化
・充填圧力の低圧化
・水素吸蔵・放出性能が高
く、ｺﾝﾊﾟｸﾄな水素貯蔵材料
の実現

・ｽﾀｯｸ、周辺機器の製造・供給ﾌﾟﾚｰﾔｰの拡大

・空冷ｼｽﾃﾑの開発、高出力密度化 ・水冷化ｼｽﾃﾑ開発に向けた周辺機器（水ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ、ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻ等）のｺﾝﾊﾟｸﾄ化

・作動領域に応じた少量生産のｽﾀｯｸ部材・周辺
機器調達に係る技術開発

実用化技術・
周辺機器
（小型移動体用）

・低温時及び圧力急速低下時の高耐久化に向けた開発
・ CFRPﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ製造技術に代替される成形加工等による容器製造技術の開発、検査・保証の理論構築
・軽量化、小型化に向けた耐圧部材の開発

燃料電池車の商品価値として航続距離の向上を継続的に追求

・CCM大量生産技術の確立
・低温（-40℃）起動技術開発

・低廉かつ強靭性の高いCFの検討

最大負荷点電圧
（1ｾﾙ）

0.6V 0.85V

・高出力高耐久MEA設計ｺﾝｾﾌﾟﾄ創出

（出力密度×耐久時間／単位出力あたりの貴
金属使用量＝10倍以上）

・極低貴金属化MEA技術開発（0.03g/kW）
・ 高温（120℃）作動MEA技術開発
・高電位作動（0.85V@最大負荷点を可能に
する）MEA技術開発

・触媒、電解質、MEA内部現象の高度に連成した性能、耐久性解析 ・MEA中の水分・ｶﾞｽ・ﾌﾟﾛﾄﾝ輸送現象の解明
・電極形成ﾌﾟﾛｾｽの解明、相界面設計

・極低貴金属化（ 0.03g/kW）技術開発

・高電位作動化（0.85V@最大負荷点を可能
にするｶｿｰﾄﾞ触媒開発）

・高電位耐久性向上技術開発

（高耐食性ｶｰﾎﾞﾝ系・非ｶｰﾎﾞﾝ系担体、
貴金属溶解大幅抑制技術等）
・高電位活性向上技術開発

・電極触媒量産技術開発

・貴金属使用量低減技術開発
・耐久性向上技術開発
（出力密度×耐久時間／単位出力あたりの
貴金属使用量＝10倍以上）
・低拡散性、非金属ｺｱ材料の開発
・不純物耐性触媒技術開発

・革新的高電位高活性ｶｿｰﾄﾞ触媒の探索
・非貴金属触媒（酸化物系、ｶｰﾎﾞﾝｱﾛｲ等）の探索
・電極表面反応機構の解明 ・電極触媒劣化機構の解明

・電極触媒大量生産技術の確立
・廃棄製品からの貴金属ﾘｻｲｸﾙ技術確立

・貴金属使用量大幅低減（0.05～0.1g/kW）
（低拡散性、非貴金属ｺｱ材料の適用、等）

・更なる高性能・高耐久化、低ｺｽﾄ化

・ﾌﾟﾛﾄﾝ伝導性向上（＞現行の4～5倍）
・120℃無加湿作動膜の開発

・更なる高性能・高耐久化、低ｺｽﾄ化・電解質膜大量生産製造ﾌﾟﾛｾｽ技術の確立・ﾌｯ素系膜原料低ｺｽﾄ合成ﾌﾟﾛｾｽ開発
・炭化水素系膜製造ﾌﾟﾛｾｽ技術開発

・新規高ﾌﾟﾛﾄﾞﾝ伝導性電解質材料の探索
・高温無加湿膜（ﾌﾟﾛﾄﾝ伝導に水が介在しない）材料の探索
・膜中の水分・ｶﾞｽ・ﾌﾟﾛﾄﾝ輸送現象の解明 ・電解質膜劣化機構の解明

・高温低加湿作動膜の開発（100～120℃（＜30%RH） ）

・ﾌﾟﾛﾄﾝ伝導性向上技術開発

・不純物耐性の大幅向上技術開発
・水素ﾊﾞﾘｱ性向上技術開発（炭化水素系膜ﾚﾍﾞﾙ）

・水素ﾊﾞﾘｱ性向上技術開発

・不純物耐性向上技術開発
・高酸素透過、高ﾌﾟﾛﾄﾝ伝導性ｱｲｵﾉﾏｰの開発

・高温低加湿作動膜の開発（～100℃（＜30%RH））

・貴金属使用量大幅低減（0.05～0.1g/kW）
・不純物高ﾛﾊﾞｽﾄ性MEA技術開発

・高電位耐久MEA技術開発
・高電位作動MEA技術開発

・更なる高性能・高耐久化、低ｺｽﾄ化

・高電位・高温（120℃）作動耐食性ｾﾊﾟﾚｰﾀの開発
・広温度範囲対応（-40～120℃）ｶﾞｽｹｯﾄの開発
・低電気抵抗、高ｶﾞｽ透過性GDL材料の開発

・高温作動（120℃）対応ｾﾊﾟﾚｰﾀ材料の開発
・広温度範囲対応（ -40～120℃）ｶﾞｽｹｯﾄ材料の開発

・計測・解析技術開発

（電極表面反応機構、電解質膜、電極触媒劣
化機構、電極形成ﾌﾟﾛｾｽ、触媒、電解質、MEA
内部現象の高度に連成した性能、耐久性解析）
・セル評価方法の確立

・計測技術（時間、空間分解能）、計算科学技術
（ｽｹｰﾙ、精度）の高度化

・性能、耐久性解析技術、ｾﾙ評価技術の産業
界での適用、実証

・計測・解析技術、現象・機構解明に立脚した燃
料電池ｽﾀｯｸ設計の技術確立

・原子、分子ﾚﾍﾞﾙでの燃料電池材料設計
手法および新規材料探索の手法確立

・高温・高電位作動、極低貴
金属化、高ﾌﾟﾛﾄﾝ伝導化ｾﾙ
の実用化、高速・高品質製
造技術、ｼｽﾃﾑの大幅簡素
化が進展

・革新的燃料電池ｼｽﾃﾑ（貴
金属ﾚｽ、無加湿電解質材料、
MEA）の実現

・低ｺｽﾄ燃料電池ｽﾀｯｸ技術
を汎用化、その他移動体等
への動力源としての適用範
囲の拡大

・新興国への普及を加速す
る超低価格な燃料電池ｼｽﾃ
ﾑの開発

ｽﾀｯｸ排熱量大幅削減
高出力密度化
低ｺｽﾄ高耐久化

凡例 実用技術開発シーズ探索研究・基盤研究 要素技術開発 実用化に向けた開発・技術実証

無交換
（15年以上）

無交換
（15年以上）


